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第１章 計画の策定について

１ 計画策定の背景

（１）国の動き

平成11（1999）年8月に国会において、子どもの読書活動を支援する施策を集中

的かつ総合的に講じるため、平成12（2000）年を「子ども読書年」とする決議がさ

れました。その後、平成12（2000）年5月には国立国会図書館「国際子ども図書館」

を開館し、平成13（2001）年12月には「子どもの読書活動の推進に関する法律」

が公布・施行されました。この法律により、子どもの読書活動の推進に関して、基本理

念を定め、国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、国が「子どもの読書活

動の推進に関する基本的な計画」（以下「基本計画」という。）を策定・公表すること、

毎年4月23日を「子ども読書の日」にすることが定められました。

国は、平成14（2002）年8月に第一次基本計画を、その後、平成20（2008）

年に第二次基本計画、平成25（2013）年に第三次基本計画、平成30（2018）年に

第四次基本計画をそれぞれ策定しました。

現在進められている第四次基本計画では、①読書習慣の形成に向けて、発達段階の乳

幼児期、小学生期、中学生期、高校生期ごとの効果的な取組を推進、②友人同士で本を

薦め合うなど、読書への関心を高める取組の充実、③情報環境の変化が子供の読書環境

に与える実態把握・分析という3点がポイントとされています。

国の新たな動きとしては、第三次基本計画策定から第四次基本計画策定の間の平成

26（2014）年に学校図書館法の一部を改正する法律（平成26年法律93号）が成

立し、学校司書の法制化が行われました。

また、平成29（2017）年及び30（2018）年には、学習指導要領等が改訂され、

小学校、中学校及び高等学校、それぞれの新学習指導要領では、言語能力の育成を図る

ために、各学校において必要な言語環境を整えるとともに、国語科を要としつつ各教科

等の特質に応じて、言語活動を充実することや、学校図書館を計画的に利用しその機能

の活用を図り、児童生徒の自主的、自発的な読書活動を充実することが規定されました。

さらに、新幼稚園教育要領では、幼児が絵本や物語に親しみ、それらを通して想像した

り、表現したりすることを楽しむこと等が規定されています。

そのほか、令和元（2019）年には「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する

法律」（以下「読書バリアフリー法」という。）が施行され、全ての国民が等しく読書を

通じて文字・活字文化の恩恵を享受することができる社会の実現を目指しています。
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（２）東京都の動き

東京都では、平成15（2003）年に第一次計画を策定し、その後、平成21（200

９）年に第二次計画、平成27（2015）年に第三次計画、そして令和3（2021）年

に第四次計画をそれぞれ策定しています。第四次計画では、都内の学校（園）、図書館、

家庭・地域、行政が連携して子どもの読書環境を整え、その発達段階に応じて、子ども

の主体的、自発的な読書活動を推進していくことを基本方針とし、「乳幼児期からの読

書習慣の形成」「学習の基盤となる資質・能力の育成のための読書活動の推進」「特別な

配慮を必要とする子供の読書環境整備の推進」「読書の質の向上」の4つを基本的な目

標としています。

このなかで、高校生の不読率が依然として高い状況にあることから、友人同士で本を

薦め合う等、読書への関心を高める取組を推進することを新たに掲げています。また、

学校全体での読書活動のほか、学校図書館活用の推進にも改めて言及しています。この

ほか特別な配慮を必要とする子どもに対しては、読書バリアフリー法も踏まえた対応を

進めるとともに、日本語を母語としない子どもなど、多様なニーズに配慮することとし

ています。第三次計画から継続されている読書の質の向上については、「読書の幅の拡

大」と「読書に主体的に関わる態度の育成」を図ることを目指しています。

２ あきる野市の計画

あきる野市では、平成20（2008）年3月にあきる野市子ども読書活動推進計画を

策定しました。

第一次計画では、基本目標の一つである「乳幼児期を対象にした読書推進事業の充実」

に重点を置き、新規の取組としてブックスタート事業を開始しました。また、市内の公

立小学校の1年生を対象に図書館の利用ガイダンスを実施するようになりました。計

画策定以前は、一部の学校のみで、実施していましたが、平成20（2008）年度から

は全公立小学校1年生の全クラスで図書館の使い方や「利用者カード」作成、読み聞か

せ等をガイダンスとして行っています。

平成２５（2013）年度からの５か年を計画期間とした第二次計画は、全国でも不読

率の高い中・高校生への働きかけを重点として取組を進めました。それまで、東部図書

館エルだけに置かれていたＹＡ（ヤングアダルト）コーナーを中央図書館と五日市図書

館にも設置し、中・高校生の興味に合わせた資料を集め、本が選びやすい環境づくりの

取組を行いました。また、ビブリオバトルや豆本作り講座、ＹＡ（ヤングアダルト）向

け読書リストの作成など、中・高校生を対象にした事業も実施しました。そのほか、自

分で読んだ本を記録する「読書アルバム」事業にも取り組みました。

親子で来館しやすい環境づくりへの取組として、中央図書館の１階に「子育て応援コ

ーナー」を設置しました。１階の児童室に子育て関係の本や雑誌を置くことで、子ども
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も保護者も安心して本を選べるような環境を整備しました。

第三次計画では、第一次と第二次の計画による取組を継続しながら、より家庭での読

み聞かせが広がり、読書により家族の絆が強まる取組として「家読（うちどく）」を開

始し、初年度の令和元（2019）年に「家読（うちどく）ノート」を作成しました。し

かし、令和元年度途中からの新型コロナウイルス感染症の感染拡大により「家読ノート」

の配布や「家読」運動の浸透は予定どおり進めることができませんでした。今後は、モ

デルケースを紹介するなど、「読書アルバム」とともに更なる工夫が必要と考えます。

同様に第三次計画策定に参画していただいた委員の発案で始めた「本の交換会」につい

ても、事業の拡大に向け、さらに周知を図りながら実施していく必要があります。

このようにあきる野市では、これまで第一次から第三次までの計画を策定し、市内の

子どもの読書に関係する人々が知恵を出し創造力を発揮し、様々な場で子どもの読書活

動の推進に取り組んでまいりました。この間、地震などの災害や新型コロナウイルス感

染症など、様々なことが起こり、計画どおりに取組が進められない事態も生じました。

今後も子どもの読書活動推進の取組を絶え間なく行うためには、今まで以上に市内の

様々な人々の協力を得ながら、学びや育ちに役立つ働きかけを継続し、生涯を通じて学

び、活躍できる環境を整備していくことが必要です。
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第２章 あきる野市における成果と課題

１ あきる野市における現状と課題

あきる野市の子どもの人口は第一次計画を策定した平成 20（2008）年には

15,699 人でしたが、13 年後の令和 3（2021）年には人口 13,629 人となり、2,070

人減少しています。（図・１参照）

このうち 0 歳から５歳までの層の減少が約 1,000 人であることから、今後 5 年間

も児童の減少が続くことが予想されます。図書館サービスの面で考えると最も貸出冊数

の多い年齢層が減ることになります。このことから、単純に貸出冊数の増減だけでなく、

どのような働きかけをし、子どもの読書の質と量を向上させることができるかに着目す

る必要があります。

図・1 あきる野市 子どもの人口推移

第三次計画の初年度である平成 30（2018）年度については、各関係部課で計画ど

おりの活動が行われていたことが確認できます。しかし、令和元（2019）年度の終盤

の令和２（2020）年２月、３月には、新型コロナウイルス感染症の影響で図書館の閲

覧席の制限や主催事業の中止を行わなければならない状況が生じ始めました。３月末に

は感染防止のため館内への立ち入りも禁止することになりました。さらに、令和２

（2020）年度は４月６日の国による緊急事態宣言発令により５月３１日まで、臨時休

0

5000

10000

15000

20000

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

子どもの人口推移

 ０歳～  5歳  ６歳～12歳 13歳～19歳 合計

10



館を実施し、大人だけでなく子ども達も身近な学校や図書館でたくさんの本に直接触れ

ることができない状況が生まれることになりました。

直近の５年間の子どもの読書活動状況を学校図書館の貸出冊数と市立図書館の利用

者登録・貸出冊数の実績から見てみます。平成 30（2018）年度、令和元（2019）

年度については、それ以前とあまり変わらない利用傾向で推移しています。しかし、令

和 2（2020）年度について見ると、就学前児童（0 歳～5 歳）は令和元（2019）年

度 44,432 冊の貸出し実績がありましたが、翌年の令和 2（2020）年度には前年度

の 1 割以下の 3,733 冊と激減しています。小学生（6 歳～12 歳）は、令和元（2019）

年度の貸出冊数 35,456 冊から、令和２（2020）年度は２割以下の 5,637 冊、中・

高校生も令和元（2019）年度 10,327 冊と比べ、令和 2（2020）年度は 3 割程度

の 3,073 冊まで貸出冊数が減少しています。特に就学前児童と小学生は新型コロナウ

イルス感染症対策の下でインターネットや電話での予約・取置きサービスの対象外であ

るため、統計上、激減しています。令和 3（2021）年度以降は、新しい生活様式に対

応する読書環境が整いつつあり、新型コロナウイルス感染症発生以前の読書冊数に近い

状況まで回復してきています。

あきる野市図書館別貸出数

平成29年度 第二次計画最終年 貸出数（冊）

中央図書館
東部図書館

エル
五日市図書館 増戸分室 合　計

子ども一人当
りの貸出冊数

０歳～5歳 18,805 5,368 2,316 4,120 30,609 7.12 
６歳～12歳 39,913 13,850 7,430 5,985 67,178 14.86 
13歳～19歳 9,220 2,720 784 541 13,265 2.35 

平成30年度 第三次計画開始

中央図書館
東部図書館

エル
五日市図書館 増戸分室 合　計

子ども一人当
りの貸出冊数

０歳～5歳 26,095 8,245 3,963 4,599 42,902 12.19 
６歳～12歳 28,596 9,629 6,223 3,310 47,758 9.29 
13歳～19歳 9,005 2,922 727 243 12,897 2.32 

令和元年 ３月４日～３月３１日一部サービス休止（予約のみ）

中央図書館
東部図書館

エル
五日市図書館 増戸分室 合　計

子ども一人当
りの貸出冊数

０歳～5歳 28,689 7,437 5,171 3,135 44,432 13.05 
６歳～12歳 21,048 6,289 5,268 2,851 35,456 7.06 
13歳～19歳 7,238 2,132 702 255 10,327 1.88 

令和2年度

中央図書館 東部図書館エル 五日市図書館 増戸分室 合　計
子ども一人当
りの貸出冊数

0歳～5歳 2,340 722 409 262 3,733 1.16 
6歳～12歳 3,372 1,210 689 366 5,637 1.14 

13歳～19歳 2,023 612 335 103 3,073 0.56 

令和3年度

中央図書館 東部図書館エル 五日市図書館 増戸分室 合　計
子ども一人当
りの貸出冊数

0歳～5歳 5,785 1,559 293 246 7,883 2.44 
6歳～12歳 29,335 8,177 5,532 3,039 46,083 9.35 

13歳～19歳 7,965 2,382 1,632 1,297 13,276 2.43 

４月８日～５月３１日全館休館、６月９日から立ち入り緩和、１月１２日～３月２１日夜間開
館及び施設、事業中止等

４月２８日～５月３１日（予約のみ）、６月１日立ち入り緩和、７月１２日～８月２２日一部休
止、１０月１日からリバウンド防止期間等
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子どもを対象にした全国的な読書調査である「学校読書調査」も、多くの学校で休校

などの対応を行っている状況を考慮し、令和 2（2020）年は実施が見送られました。

コロナ禍の中、新しい生活様式を実践しながら世の中が動き出した令和 3（2021）年

度については、「第 66 回学校読書調査」が実施され、小学生、中学生、高校生の全て

の校種で平均読書冊数が増加した結果となっています。それぞれ令和元（2019）年と

令和 3（2021）年を比較すると小学生が 11.3 冊から 12.7 冊、中学生が 4.7 冊から

5.3 冊、高校生は 1.4 冊から 1.6 冊へと数値が上がっています。この原因としては、

コロナ禍で家で過ごすことが増え、読書をする時間のゆとりが生まれたためと考えられ

ています。同じように調査月 1 か月間に 1 冊も本を読まなかった不読率も多少ではあ

りますが、改善した数値となっています。

一方、あきる野市内の小・中学校も、令和元年（2019）度末から令和２（2020）

年度まで、臨時休校や登校の制限など様々な新型コロナウイルス感染症対策が取られ、

授業としての読書や図書室利用なども平常どおりとはいきませんでした。しかし、この

ような期間中であっても工夫によりコロナ以前と同様、あるいはコロナ前より貸出数が

延びている学校もあり、それぞれの学校で対応が分かれたことがわかります。

※増戸小学校は概数

平成29年度 30年度 令和元年度 2年度 3年度
貸出総数 - - 17,888 - 21,956
児童数 479 486 477 458 432

平均貸出数 38 51
貸出総数 21,822 23,377 18,933 23,041 23,766
児童数 526 507 492 477 434

平均貸出数 41 46 38 48 55
貸出総数 26,631 27,658 27,682 27,041 29,706
児童数 440 449 414 419 421

平均貸出数 61 62 67 65 71
貸出総数 - - - - 12,383
児童数 257 248 236 224 210

平均貸出数 59
貸出総数 18,902 18,238 17,691 20,623 22,696
児童数 451 428 407 419 399

平均貸出数 42 43 43 49 57
貸出総数 20,856 17,727 19,339 9,481 16,116
児童数 737 714 704 675 626

平均貸出数 28 25 27 14 26
貸出総数 8,669 7,796 5,982 6,280 5,726
児童数 146 154 145 142 139

平均貸出数 59 51 41 44 41
貸出総数 15,412 15,824 14,258 12,532 18,263
児童数 341 327 324 304 312

平均貸出数 45 48 44 41 59
貸出総数 48,000 52,000 44,000 0 35,000 ※概数
児童数 521 532 529 555 540

平均貸出数 92 98 83 0 65
貸出総数 25,359 26,355 25,828 21,163 24,100
児童数 434 436 418 404 426

平均貸出数 58 60 62 52 57

東秋留小

多西小

西秋留小

屋城小

南秋留小

草花小

一の谷小

前田小

増戸小

五日市小

学校図書館別貸出数（小学校）
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中学校については、コロナ以前から学校図書館の利用率が高くないこともあり、統計

上、コロナ禍の影響は大きく現れていません。しかし、全国調査の結果でも言われてい

るように自宅学習やリモート授業などにより、読書時間が以前より多く取れているケー

スが増えたのではないかと考えられます。また、学校ごとの傾向は、在籍する生徒の利

用動向に大きく左右されるため、読書に取り組む習慣が芽生えた生徒には、ぜひ、読書

時間の確保や図書室利用の促進に取り組んでもらうなど、生徒同士の働きかけも重要で

あります。

子どもの読書活動の推進に関する調査研究（「令和 2 年度学校図書館の現状に関する

調査」）の報告書によると、学校図書館の充実に大きく関わるのは「学校司書配置」で

あるとされています。学校図書館に学校司書が配置されることで、蔵書構成の改善・向

上など物的整備も促進され、直接的に図書貸し出し状況の向上に大きく寄与します。ま

た、国が定めた図書標準達成率は子ども平均読書時間と強い相関関係が確認され、その

ことから学校図書館における蔵書の整備・充実が子どもの読書活動の推進に対して大き

く寄与し得るものであることが分かっています。

あきる野市内の公立小中学校には、全校で司書教諭の発令と学校図書館補助員（学校

司書）が配置されております。学校図書館補助員は学校図書館法第６条に規定されてい

る学校司書の役割を果たしています。平成 15（2003）年から全校に配置され、子ど

も達への本の貸出しだけでなく本の整理や図書室の環境整備等、子ども読書活動推進に

関わる全般において活発な活動を続けています。先の研究調査からも学校図書館の活動

が向上するためには、子どもと本を結びつける人の存在が欠かせないことが分かってお

り、今後も学校図書館補助員の配置の継続及び充実が求められています。

学校の蔵書数についての目安としては、平成 5（1993）年に国が学級数に応じて定

平成29年度 30年度 令和元年度 2年度 3年度
貸出総数 1,671 1,999 2,035 2,558 2,277
生徒数 445 453 450 429 425

平均貸出数 4 4 5 6 5
貸出総数 4,397 4,151 3,611 2,699 4,158
児童数 552 523 573 616 655

平均貸出数 8 8 6 4 6
貸出総数 876 966 965 853
児童数 281 258 283 272 274

平均貸出数 3 3 4 3
貸出総数 553 766 977 578 645
児童数 346 372 341 302 281

平均貸出数 2 2 3 2 2
貸出総数 1,035 1,733 2,120 1,537 1,509
児童数 239 230 224 237 243

平均貸出数 4 8 9 6 6
貸出総数 2,850 2,707 1,624 927 1,534
児童数 274 245 240 208 208

平均貸出数 10 11 7 4 7

秋多中

東中

西中

御堂中

増戸中

五日市中

学校図書館別貸出数（中学校）
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めた学校図書館に整備すべき学校図書館図書標準があります。学校図書館では、廃棄冊

数や学級数の変動などにより、学校図書標準に満たない年度が生じることもありますが、

あきる野市内の小学校、中学校とも 1 校あたりの平均冊数や児童・生徒 1 人あたりの

蔵書冊数は増加しています。今後も蔵書の新鮮さを保ちながら、指標である学校図書標

準を満たすよう運営していきます。

平成23年度 平成28年度 令和2年度 令和3年度

蔵書冊数 113,907 109,145 111,743 111,848
1校あたり 9,492 10,915 11,174 11,185 
児　童　数 4,589 4,416 4,077 3,939
児童1人あたり 24.8 24.7 27.4 28.4 （冊）

小学校

平成23年度 平成28年度 令和2年度 令和3年度

蔵書冊数 56,598 65,474 65,898 66,576
1校あたり 9,433 10,912 10,983 11,096 
生　徒　数 2,261 2,145 2,064 2,086
生徒1人あたり 25.0 30.5 31.9 31.9 （冊）

中学校

あきる野市 蔵書数推移（小学校）

あきる野市 蔵書数推移（中学校）
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２ あきる野市の第三次計画の成果と課題

あきる野市中央図書館は、平成 29（2017）年度の優秀実践図書館に選ばれ文部科

学大臣表彰を受けました。このように全国でも表彰されるレベルの活動を行った第一次、

第二次の計画を受け継ぎ、第三次計画の取組を進めてきました。

第三次計画の基本目標は「学校（図書館）の読書環境整備」、「中高生対象の読書推進

事業の継続」、「乳幼児期からの読書推進事業の継続」、「子ども読書推進に関する啓発と

地域の連携協力」としていました。第三次計画では、それまでの計画の取組内容を基本

的に継続し、新たな試みとして「家読（うちどく）」と「本の交換会」を加えました。

図書館では、平成 30（2018）年度に「家読ノート」を作成し、翌年度から配布を

開始しました。「本の交換会」は年に 1 回の実施予定でしたが、平成 30（2018）年

度に一度実施した以降、新型コロナウイルス感染症対策により 2 年連続で中止となり、

令和 3（2021）年度は実施できましたが、来館者も完全に回復していないこともあり、

今後に課題が残る結果となりました。

このように平成 30（2018）年度から令和４（2022）年度までの 5 年間の計画期

間中は新型コロナウィルス感染症対策のため、直接子どもに接する機会であるおはなし

会などの事業も中止や縮小せざるを得ず、保護者への働きかけも書面や、担当部署を経

由して配布という方法での実施となりました。現在も新型コロナウイルス感染症対策は

状況により様々に変化しています。今後もこれまでの経験を生かしながら、子どもの読

書活動が推進できる工夫を重ねていかなければなりません。

一方で、第一次から第二次計画までの 10 年間の取組状況とその効果から、第三次計

画でもほとんどの事業を継続としていたため、どの部署でもコロナ収束後は取組を再開

するとしています。また、毎年行っている学校図書館連絡会及び子ども読書活動推進連

絡会でも情報交換と併せて、それぞれの取組について評価を行っています。

令和 4（202２）年度には、図書館や学校、保育所・認定こども園等や市内関係施設

等において、人数制限や感染症対策を行った上で、事業を再開しています。このため、

マスクを着用しての読み聞かせ、子どもと子どもの座る距離を離しての会場設営など、

以前の人と人との距離を近づけて、一つの物語を息をつめて聞き入るなどの体験はする

ことができません。コロナ禍前にはボランティアが、市内の図書館や学校、児童館、保

育所・認定こども園等の市内各所で読み聞かせや学校図書室装飾などの活動を活発に行

っていました。こちらについても、子どもの読書体験を広げる大きな要素の一つとして、

活動の再開を待ち望んでいます。

このような状況下であるからこそ、家庭で読み聞かせの時間をたっぷりととっていた

だきたいと思います。また、コロナ禍の影響により家で過ごす時間が増えた中・高校生

には不読率を下げる良い機会としてもらいたいと考えています。
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参照・2 第三次あきる野市子ども読書活動推進計画 活動状況評価

     

評価　Ａ・計画以上にできた　　Ｂ・計画通りにできた　　

　　　　Ｃ・概ね計画通りにできた　　Ｄ・一部できなかった

　　　　　　　　

　　　　　（コロナウイルス感染症、天候、制度変更等）

取　　　組 内　　容 区分 基本目標 実施内容 評価 方向性

図書館各館、児童館ほか
地域で読み聞かせ実施　

各種講座への参加、協力
講座への参加、協力

布の絵本の作成             

貸出用作品の増加

地域文庫活動
文庫との連携・協力

継続 ③ ④
現在、活動している文庫
はない。

     第三次あきる野市子ども読書活動推進計画　活動状況評価 令和3年度

　　　　基本目標

　　　①学校（図書館）の読書環境整備

　　　②中高生の読書推進事業の継続

　　　③乳幼児期からの読書推進事業の継続

④子ども読書推進に関する啓発と地域の連携・協力

        Ｅ・不可抗力により実施できなかった

１　地域における読書活動の推進

読み聞かせボラ
ンティア

継続 ③ ④
新型コロナウイルス感染
拡大を受け事業は実施で
きなかった。

E
コロナ収束後再開して行
う。

布の絵本ボラン
ティア

継続       ③ ④

布の絵本を作成し各図書
館に閲覧貸出用を設置
し、子どもたちに手に
とってもらった。

B 今後も継続して行う。

取　　　組 内　　容 区分 基本目標 実施内容 評価 方向性

読み聞かせ
・１日１冊以上、子ども
達の興味に合わせて行う

継続 ③

1日１冊以上、各クラス
で絵本や紙芝居を、こど
もたちの興味や季節・行
事等に合わせて読むこと
ができた。

絵本コーナー
・絵本の購入、除籍図書
の活用等で、コーナーの
充実を図る

継続 ③

子どもたちの興味を持つ
絵本を購入し、除籍図書
を活用しながらコーナー
の充実を図った。

・家で絵本に親しむこと
の啓発

・借りやすいコーナーづ
くりの工夫

ボランティアの
協力

・定期的に絵本の読み聞
かせをボランティアに協
力を依頼し、読み聞かせ
の機会の充実

継続 ③④
新型コロナウイルス感染
症拡大を受け事業は実施
できなかった。

E
コロナ収束後再開して行
う。

ちびっこ広場
・参加した親子へ読み聞
かせの実施

継続 ③  
新型コロナウイルス感染
症拡大を受け事業は実施
できなかった。

E
 コロナ収束後再開して行
う。

２　保育園、幼稚園における読書活動の推進

A 今後も継続して行う。

絵本の貸出 継続 ③

本日読んだ絵本を掲示板
等で知らせたり、貸し出
しカードを作成し啓発に
努めた。

A 今後も継続して行う。
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取　　　組 内　　容 区分 基本目標 実施内容 評価 方向性

保護者への情報
発信

・園の便り、懇談会等で
の啓発

継続 ③④

園だよりや、クラス便り
の中で、本の貸し出し
や、絵本の紹介・読み聞
かせの大切さ等を発信し
た。

A 今後も継続して行う。

研修会
・図書に関する研修会へ
の参加

検討 ③④
各園に研修を周知し読み
聞かせ等の向上を図っ
た。

B 今後も継続して行う。

・図書館行事への参加

新型コロナウイルス感染
症拡大を受け読み聞かせ
の機会は減ったが、図書
館で本を借りたりとコロ
ナ禍での連携を図ること
ができた。

B 今後も継続して行う。

・「子ども読書活動推進
連絡会」への参加

それぞれの関係部署から
話を聞き、情報共有を進
めることができた。

B 今後も継続して行う。

関係部署との連
携

継続   ④

取　　　組 内　　容 区分 基本目標 実施内容 評価 方向性

本を活用した授
業

・本を活用した授業の実
施の支援

継続 ①  

年間計画に即して、授業
の内容を追求できる本
や、同じ著者の作品をそ
ろえるなど、本を活用し
て授業を行えるようにし
た。

B 今後も継続して行う。

・学校図書館を積極的に
利用する日の設定           

継続       

・読書の慣習の定着 充実

学校図書館の学
習支援機能整備

・市立図書館との連携に
よる資料の整備

継続 ①

総合的な学習などで必要
な資料を連絡すること
で、より多くの資料を授
業で活用できた。

B 今後も継続して行う。

・多様な興味・関心に応
じた本や主体的な学習活
動を支援する本の選定

多様なジャンルの本を増
やし、環境の充実を図
る。

・学校図書館標準を下回
らないよう学校図書の充
実

本の整理の推進を促し、
書物の環境の整える。

・図書担当教員及び学校
図書館補助員を中心とし
た運営

・学校図書館の読書環境
の整備

特別に支援を必
要とする児童・
生徒への読書支
援

・児童・生徒の状態や特
性を考慮した図書の選定

継続 ①

本を落ち着いて読めるよ
うに読み聞かせを取り入
れるなど、児童・生徒に
合った本への関わり方を
通して読書支援を行っ
た。

B

児童・生徒が支援者に一
人一人に合った本を一緒
に探してもらい、友達と
読んだり家で読んだりす
る中で、読書に対する意
欲をさらに高めて行ける
ようにする。

３　学校における読書活動の推進

読書時間の確保
と計画的な読書
活動の実施

① 

朝読書や、委員会の昼休
みの読み聞かせなど、読
書に触れる時間の確保を
することができた。

B
コロナの感染症対策を講
じながら、今後も継続し
て行う。

学校図書館の資
料の充実

継続
充実       

①  

図書の本をより楽しんで
読めるように、学校図書
として児童・生徒が興味
をもちそうな本を購入し
た。

B

学校図書館の運
営の充実

継続 ①

季節感をもたせた掲示な
どを使って、その時期に
合った本を紹介するな

ど、図書室の運営によっ
て児童・生徒の興味を引
き出すことができた。

B 今後も継続して行う。
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取　　　組 内　　容 区分 基本目標 実施内容 評価 方向性

ボランティアと
の連携

・保護者・地域・団体な
どと連携し、読み聞か
せ・学校図書館の開館時
間の増加・本の整理など
を推進

継続 ① ④

コロナ禍のため回数は
減ったが、保護者や地域
の方が、朝の読み聞かせ
や、図書館の整備の補助
など様々な場面でボラン
ティアとして積極的に参
加していただけた。

B 今後も継続して行う。

学校図書館の
データベース化

・データベース化の実施 継続 ①

小中学校に学校図書館シ
ステムを導入し、データ
ベース化によるシステム
での運用を目指したが、
予算確保できず、導入が
見送られた。

D

今後、計画に沿って学校
図書館システムの導入及
びデータベース化を実施
し、蔵書管理や貸出事務
等の効率化及び図書館利
用者の利便性の向上を目
指す。

児童・生徒への
利用ガイダンス
の実施

・小学校１年生、中学校
１年生への図書館ガイダ
ンスの実施

継続
充実       

①  ②

小学校では図書室の使い
方、中学校では本の分類
などを理解することで、
これからの読書活動を有
益に行う素地を養う。

B 今後も継続して行う。

・「学校図書館活用推進
委員会」「学校図書館関
係者連絡会」を活用した
情報交換や相互協力

感染症対策を講じなが
ら、学校間で情報提供を
実施した。コロナ禍にお
ける可能な活動内容を共
有した。

B

掲示物や、本の選書につ
いても、様々な見方を知
る機会であり、専門性を
さらに高めることができ
る委員会になるようにす
る。

・選書の研究

近年好んで読まれる本
や、オリンピックや、英
語など学習として必要な
本などの情報を集約し、
選書を行った。

B 今後も継続して行う。

・各教科や総合的な学習
の時間での調べる学習の
ための資料の充実

継続
充実       

①
同じ分野の本を何冊か見
比べ、情報を収集して調
べることができた。

B

パソコンで調べて書くよ
り、自分で進んで情報を
精選することで、さらな
る学習の理解へとつなげ
ていく。

・社会科資料集の作成・
改訂

地域で活躍してきた偉人
について理解を深め、郷
土愛を深めることができ
た。

B 今後も継続して行う。

・「ふるさとはかせ」
「あきる野市デジタル
アーカイブ」の周知・活
用

あきる野市の歴史や自然
などについてまとめられ
た物を活用し、より知識
を深めることができた。

B 今後も継続して行う。

関係部署との連
携

・「子ども読書活動推進
連絡会」への参加

継続 ④
それぞれの関係部署から
話を聞き、情報共有を進
めることができた。

B 今後も継続して行う。

市立図書館との
連携

継続 ①  ④

調べる学習への
資料提供

地域の歴史・人
物についての子
ども向け資料

継続 ①
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取　　　組 内　　容 区分 基本目標 実施内容 評価 方向性

・3～4か月健康診査時に
絵本の配布

・図書館利用の紹介

乳幼児対象の事
業

・「わらべうたの時間」
「ひよこのおはなし会」
の実施

継続 ③

絵本と関わりのある事業
を実施することにより、
絵本の世界へと導入し
た。新型コロナウイルス
感染予防対策のため、一
部中止の期間もあった。

C 今後も継続して行う。

幼児・小学校低
学年対象事業

・「おはなし会」「映画
会」の実施

継続 ③

絵本と関わりのある事業
を実施することにより、
絵本の世界へと導入し
た。新型コロナウイルス
感染予防対策のため、一
部中止の期間もあった。

C 今後も継続して行う。

「家読（うちど
く）」運動支援
事業

・うちどくブックガイド
の作成

新規
研究

④

「家読」についてのガイ
ドブックを作成した。小
学校の新1年生ガイダン
ス時に配布を行い、家族
で読書を楽しめる環境を
推進した。

Ｂ 今後も継続して行う。

読書アルバム事
業

・小学校３年生に読書ア
ルバムを配布し、読書の
習慣のきっかけづくりと
一人読みへの移行の応援

継続 ②

夏休み前に市立小学校
３、4年生に配付を行
い、読書の習慣のきっか
けづくりと一人読みへの
移行を応援した。

Ｂ 今後も継続して行う。

・YA向け読書リストの作
成

・ＹＡコーナーの蔵書の
充実

中学生の職場体
験、高校生・大
学生のボラン
ティア体験の受
入

・図書館の仕事や役割を
理解する機会の提供

継続 ②

依頼のあった中学生の職
場体験は一部実施できた
が、受け入れ時期が緊急
事態宣言中だったため、
高校生・大学生のボラン
ティア体験事業は実施で
きなかった。

Ｄ 今後も継続して行う。

中高生等と一緒
に作るコーナー
の設置

・中高生による児童室、
ＹＡコーナーの装飾やＰ
ＯＰの作成

充実 ②

新型コロナウイルス感染
拡大を受け、実習時間が
限られている中で、事業
はできなかった。

Ｄ
コロナ収束後再開して行
う。

・選書について情報交
換、研究など  

今後も継続して行う。

・「学校図書館活用推進
委員会」「学校図書館関
係者連絡会」の開催

今後も継続して行う。

４　図書館における読書活動の推進

ブックスタート
事業

継続 ③

３～４か月健康診査時の
保護者に読み聞かせにつ
いての説明は、新型コロ
ナウイルス感染予防対策
のため中止となった。
ブックスタートパックの
配布のみ行った。赤ちゃ
んの時から絵本が家にあ
る環境づくりのひとつと
して貢献した。

D 今後も継続して行う。

中高生対象事業
の充実

継続 ②

ＹＡ向けリストを各市内
の市立中学校に配布でき
なかった。来年度、配布
予定である。YA向けの図
書を積極的に購入し蔵書
の充実を図った。

D 今後も継続して行う。

学校図書館との
連携

継続
充実

① ④

年３回の連絡会が２回に
なったため、研修会はで
きなかったが、学校図書
館の見学を行い、情報交
換を行った。

B
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取　　　組 内　　容 区分 基本目標 実施内容 評価 方向性

・配架の工夫

・保育園、幼稚園へのPR
の実施

・子どもの集まる施設や
場所に除籍や寄贈された
絵本の配置

リサイクル本やリユース
本を保育園、児童館、保
健相談所に必要に応じて
配置をした。

・本の交換会を実施
３月に東部図書館で実施
した。

保育園、幼稚園
と連携の強化

・園長会への情報提供 継続 ③ ④

新型コロナウイルス感染
症拡大を受け読み聞かせ
は中止となったが、春・
秋読書リストの配布、団
体貸出を行い連携強化を
図った。

C 今後も継続して行う。

ボランティア向
け講座

・読み聞かせ講座、本の
修理講座などの支援

継続 ④
新型コロナウイルス感染
拡大を受け事業は実施で
きなかった。

E
コロナ収束後再開して行
う。

関係部署との連
携

・「子ども読書活動推進
連絡会」の運営

継続 ④
新型コロナウイルス感染
拡大のため、書面開催で
情報共有を図った。

B 今後も継続して行う。

図書館ホーム
ページ「子ども
の読書支援活動
のページ」の充
実

子どもの読書支援活動の
ページの情報更新

充実         ② ③ ④

「子どもの読書支援活動
のページ」の充実を図る
ため、現在のページを修
正し、来年度に更新予定
である。

D 今後も継続して行う。

親子で来館しや
すい環境づくり

充実 ③ ④

子育てに関連した本を集
めた子育て支援コーナー
の近くに、子育てに関連
したチラシを置くなど
コーナーの充実を図っ
た。

B 今後も継続して行う。

本のある場所の
増設と充実

充実 ③  ④ C 今後も継続して行う。

取　　　組 内　　容 区分 基本目標 実施内容 評価 方向性

母親・両親学級
(ハッピーベビー
クラブ）

・妊娠期からの絵本及び
図書館活用の案内

継続 ③  ④

新型コロナウイルス感染
予防対策のためプログラ
ムを引き続き変更のまま
実施したので絵本及び図
書館活用の案内について
は実施できなかった。

E

新型コロナウイルス感染
予防対策のため感染状況
を踏まえて事業内でのプ
ログラムに加えられるよ
うに検討する。

・３～４か月健康診査時
に絵本の配付

乳児（3～4か月）健康診
査実施時に配付を行っ
た。

B
今後も継続して実施す
る。

・図書館利用の紹介

新型コロナウイルス感染
予防対策のため事業の内
容を変更したので実施で
きなかった。

E

新型コロナウイルス感染
予防対策のため感染状況
を踏まえて事業内でのプ
ログラムに加えられるよ
うに検討する。

絵本コーナーの
設置

・あきる野保健相談所の
待合コーナーに絵本を設
置

継続 ③

新型コロナウイルス感染
予防対策のため事業の内
容を変更したので実施で
きなかった。

E

新型コロナウイルス感染
予防対策のため感染状況
を踏まえて事業内でのプ
ログラムに加えられるよ
うに検討する。

５　市内関係施設における読書活動の推進

①健康課における読書活動の推進

ブックスタート
事業

継続 ③
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取　　　組 内　　容 区分 基本目標 実施内容 評価 方向性

育児相談での絵
本の活用

・ふれあい広場で大型絵
本や紙芝居を活用

継続 ③  ④

新型コロナウイルス感染
予防対策のため事業の内
容を変更したので実施で
きなかった。

E

新型コロナウイルス感染
予防対策のため感染状況
を踏まえて事業内でのプ
ログラムに加えられるよ
うに検討する。

・「子ども読書活動推進
連絡会」への参加    

・イベント紹介や情報提
供

関係部署との連
携

継続 ④
関係部署の取り組みにつ
いて情報共有を図った。

B
今後も継続して実施す
る。

②児童館における読書活動の推進

取　　　組 内　　容 区分 基本目標 実施内容 評価 方向性

読み聞かせの実
施

・読み聞かせの機会の充
実

継続 ③  ④
コロナウイルス感染拡大
防止に伴う事業は実施で
きなかった。

E
コロナ収束後再開して行
う。

図書の充実
・子どもの興味に合わせ
た蔵書の充実

継続
充実       

③④

予算の中から子どもの興
味や関心の高いと思われ
る新書の購入や学校など
から本を譲り受けたり、
図書館を利用した。

Ｂ

子ども達が興味を示す新
書を購入をするととも
に、図書館との連携を強
化する。

研修会 ・読み聞かせ研修の実施 継続 ④
コロナウイルス感染拡大
防止に伴う事業は実施で
きなかった。

E
コロナ収束後再開して行
う。

関係部署との連
携

・「子ども読書活動推進
連絡会」への参加    

継続 ④
関係部署の取り組みにつ
いて情報共有を図った。

取　　　組 内　　容 区分 基本目標 実施内容 評価 方向性

・絵本の読み聞かせの大
切さについての説明

・図書館職員による絵本
の読み聞かせの実施

・絵本の設置             

・子育てグループへの本
の紹介               

子育て支援情報
通信

・図書館の事業の紹介 継続 ④ 

子育て支援情報通信「る
のキッズ通信」で図書館
の事業紹介。子育て支援
総合窓口のLINEで図書館
の紹介をした。

B 今後も継続して行う。

関係部署との連
携

・「子ども読書活動推進
連絡会」への参加

継続 ④
それぞれの関係部署の取
組について、書面という
形で情報共有を図った。

B 今後も継続して行う。

③子ども家庭支援センターにおける読書活動の推進

「あきる野子育
てステーション
ここるの」と図

書館の連携

新規 ③  ④

乳幼児の講座「初めての
赤ちゃんとのかかわり」
で図書館職員が絵本の読
み聞かせの大切さについ
て説明した。子育てひろ
ば「ここるの」にて、図
書館職員が絵本の読み聞
かせを行った。

C

コロナ禍で講座を開催で
きなかったときがあった
が、今後も継続して行
う。

絵本コーナーの
充実

継続
充実          

③  ④

病児・病後児保育室ぬく
もりの保育室に絵本を設
置し、児童の年齢に合わ
せ、入れ替えをした。子
育てグループの情報交換
会は新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため実
施できなかった。

B 今後も継続して行う。
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第３章 計画の基本的な考え方

１ 計画の目的

本計画は、第三次計画の期間が終了することを受け、これまでの成果と課題を踏まえ、

子どもの自由で自主的な読書活動を推進するための環境整備を目指すものです。

２ 計画の位置付け

本計画は、子どもの読書活動の推進に関する法律第９条第２項に基づく計画であり、

第２次あきる野市総合計画の第３部「基本計画・各論」第５章「教育・文化・スポーツ分

野」第３節「青少年の健全育成の推進」として取り組むものです。また、あきる野市教

育基本計画（第３次計画）の、取組目標1「夢と志を持ち、未知の事態にも対応できる

能力の育成」の基本施策2「豊かな心の育成」の「読書活動の推進」及び取組目標３「生

涯を通じて学び、活躍できる環境の整備」の基本施策1「生涯学習活動の推進」の「図

書館サービスの充実」と整合しており、さらには、あきる野市生涯学習推進計画あきる

野学びプラン4では、基本方針１「学びをつむぐ 学習の充実・生涯学習の振興」の施

策1「子どもの豊かな成長を支援する学習の充実」の「子どもの読書活動の推進」及び

施策5「図書館資料の円滑な提供」として取り組むものであります。

３ 基本目標

（１）乳幼児期からの読書習慣の形成

（２）読書への関心を高める活動の推進

（３）学校（図書館）の読書環境整備

（４）読書活動が困難な子どもの読書環境整備

４ 計画の期間

令和５（2023）年度から令和９（2027）年度までの５年間とします。ただし、今

後の社会情勢の変化や法改正、関連する各計画改定の状況等に応じ、必要な見直しを図

ります。
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５ 計画の対象

本計画の対象は子どもの読書活動の推進に関する法律において、「子ども（おおむね

十八歳以下の者をいう）」と定めていることなどから、0歳から18歳までの方を対象

とします。

６ 新たな視点「持続可能な開発目標（SDGs）」との関わり

SDGｓは、平成 27（2015）年 9月の国連サミットで採択された持続可能で多様

性と包摂性のある社会の実現のため、令和12（2030）年を年限とする17の国際目

標です。

このSDGｓを達成するための取組が日本を含め各国で進められており、地方自治体

においても、各種計画の策定や方針の決定にあたってはSDGｓの理念を最大限反映さ

せることが重要となっています。

第2次あきる野市総合計画、あきる野市教育基本計画（第3次計画）及びあきる野

市生涯学習推進計画あきる野学びプラン4において、各施策とSDGｓの各目標との関

連性を明確化しています。そのため、本計画においても、SDGｓの教育分野での目標で

ある「質の高い教育をみんなに」を掲げ、すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育

を確保することを目的に取り組みます。

出典：国際連合広報センター

SDGsの 17の目標
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第４章 計画の内容

基本目標 取組内容

１　ブックスタート事業

２　絵本リストや読み聞かせ情報の提供

３　乳幼児対象の事業

４　親子で来館しやすい環境づくり

５　母親・両親学級（ハッピーベビークラブ）の実施

６　絵本コーナーの設置

７　「あきる野子育てステーションここるの」
　　「乳幼児講座」と図書館の連携

８　ボランティアの協力

１　幼児・小学生対象の事業

２　中・高校生対象事業

３　子ども司書事業

４　読書アルバム事業

５　「家読（うちどく）」運動支援事業

６　保育所・認定こども園等と連携の強化

７　学校図書館との連携

８　ボランティア向け講座の実施

９　図書館ホームページ
　　「子どもの読書支援活動のページ」の充実

10　関係部署との連携

11　本のある場所の増設と充実

12　ボランティアとの連携

13　本を活用した授業の実施

14　読書時間の確保と計画的な読書活動の実施

15　絵本の貸し出し

16　保護者への情報発信

17　ちびっこひろばの運営

18　読み聞かせの実施

19　図書の充実

20　絵本コーナーの充実

１　学校への団体貸出用図書の充実

２　地域の歴史・人物についての子ども向け資料の作成・収集

３　学校図書館との連携

４　学校図書館の学習支援機能整備

５　学校図書館の資料の充実

６　学校図書館の運営の充実

１　図書等の充実

２　特別に支援を必要とする児童・生徒などを
　　対象にした読み聞かせの実施

３　特別に支援を必要とする児童・生徒などを
　　対象にしたガイダンスの実施

４　外国語を母語とする子どもへの読書活動の支援

５　ボランティアとの連携

６　特別に支援を必要とする児童・生徒への読書支援

７　児童・生徒への利用ガイダンスの実施

第
４
次
あ
き
る
野
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

基本目標１

乳幼児期からの
読書習慣の形成

基本目標２

読書への関心を
高める活動の推進

基本目標３

学校（図書館）の
読書環境整備

基本目標４

読書活動が困難な
子どもの読書環境整備

施策体系図
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子どもにとって読書は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなも

のにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことができないものです。

第三次までの計画における成果を生かすとともに課題を整理し、令和５（2023）年度

から令和9（2027）年度までの計画期間中に市内で取り組む具体的な内容をまとめま

す。

基本目標である「乳幼児期からの読書習慣の形成」「読書への関心を高める活動の推

進」「学校（図書館）の読書環境整備」「読書活動が困難な子どもの読書環境整備」の４

点に沿って実施していきます。

１ 乳幼児期からの読書習慣の形成

乳幼児が絵本と出会うためには、両親や保護者などの大人や年長の兄弟姉妹等が絵本

を見せ、読み聞かせをする必要があります。幼い時から本を通じて、ふれあいの時間を

持つことは、子どもの心の成長にも役立ちます。乳幼児期の子どもが育つ環境の中で読

み聞かせが当たり前に行われるよう家庭をはじめ、保育所・認定こども園等、児童館、

図書館等が連携して取組を進めます。

【図書館】

①ブックスタート事業 継続

健康課が実施している３～４か月健康診査時に、絵本を通じて乳児と保護者のふれあ

いを支援するブックスタート事業を実施します。乳児が自然に絵本に出会うきっかけと

して有効であることや家庭内で保護者が読み聞かせを体験できることから、コロナ禍で

直接図書館員がブックスタートパックを手渡すことができない期間がありましたが、健

康課に依頼してパックのプレゼントは継続しました。第４次あきる野市子ども読書活動

推進計画でも、子どもの成長に絵本が大切なことを伝えるため継続します。

また、ブックスタートの内容を説明するガイドブックはありますが、赤ちゃんにどの

ように読み聞かせをすればよいかの方法を紹介し、家庭での読み聞かせがイメージしや

すい資料を作成します。

②絵本リストや読み聞かせ情報の提供 継続

妊娠期の母親・両親学級や子育て講座を保護者に子どもへの読み聞かせの大切さを伝

える機会と捉え、読み聞かせ案内や子どもの成長にあった絵本リストを配付します。

③乳幼児対象の事業 継続

「わらべうたのじかん」「ひよこのおはなし会」など乳児期から親子で楽しめる事業

を実施します。

「あきる野子育てステーションここるの」と連携し、「乳幼児講座」や読み聞かせを

行います。
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④親子で来館しやすい環境づくり 継続

親子で本が探しやすい配架や展示を工夫します。また、保育所・認定こども園等への

ＰＲを積極的に行います。

【健康課】

①母親・両親学級（ハッピーベビークラブ）の実施 継続

妊娠期からの絵本及び図書館活用の案内を行う読み聞かせや語りかけについての大

切さなどを保護者に説明するほか、理解を深められる案内チラシなどを配付します。

②ブックスタート事業 継続・再掲

３～４か月健康診査時に絵本を配付するほか、図書館利用の紹介を行います。

③絵本コーナーの設置 継続

あきる野保健相談所の待合に絵本コーナーを設置します。また、健診・育児相談時に、

図書館でのお話会や年齢にあった図書の紹介を含め、チラシの配布も行います。

育児相談時の待合時間に絵本を渡し、読み聞かせの環境を作ります。

【子ども家庭支援センター】

「あきる野子育てステーションここるの」「乳幼児講座」と図書館の連携（再掲）

継続

図書館職員等による絵本の読み聞かせを行うほか、絵本の読み聞かせの大切さについ

て説明をします。

【保育所・認定こども園等】

①読み聞かせ 継続

１日１冊以上、子どもたちの興味に合わせて実施することを目指します。

対面での読み聞かせ時、マスク着用でも子どもが聞き取れるよう工夫し、感染リスク

の軽減と読み聞かせ機会の確保が両立できるように努めます。

②絵本コーナーの設置 継続

絵本の購入及び除籍図書の活用等で、コーナーの充実を図ります。

③ボランティアの協力 継続

幼児にとって、身近な大人から読み聞かせをしてもらうほか、ボランティアからの読

み聞かせの機会も大切なことであり、ボランティアに定期的に読み聞かせを依頼し、絵

本に触れる機会の充実を図ります。

２ 読書への関心を高める活動の推進

あきる野市内では、これまでも様々な場所や機会に子どもの読書活動を推進してきま

した。第三次の計画期間中は、新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言に伴い、
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学校や保育所・認定こども園等が休校、休園し、図書館を休館することもありました。

図書館では書架への立ち入りや滞在時間を制限するなど、自由に本を選び、読む機会が

減る期間も生じてしまいました。緊急事態宣言解除後も利用の制限が一部残りましたが、

市立図書館では親子で本が選びやすくなるよう「図鑑セット」「乗り物セット」「おすす

め絵本セット」など３から５冊程度のセットを用意したり、季節のテーマ展示を増やす

取組を行いました。休館中、再開後も図書館で子どもに本を読ませたいという声をたく

さんいただきました。このことから、どのような状況下でも、子どもが身近な場所で本

に触れ、読書に親しむことができる環境を整えていきます。

【図書館】

①幼児・小学生対象の事業 継続

「おはなし会」「映画会」などの事業を実施します。幼児から小学校低学年対象に限

らず、「アニマシオン」や「ぶっく・くらぶ」のように子どもが読書を自発的に楽しめ

るきっかけとなる事業にも取り組みます。

②中・高校生対象事業 継続

各図書館に設置したYAコーナーを充実するほか、中・高校生向け読書リストの配付

を行います。

中学生の職場体験や高校生・大学生の夏休みボランティア体験時に、おすすめの本の

ポップ作成や福袋案に参加してもらいます。意見をＹＡコーナーの選書に生かし中・高

校生の興味や関心に合わせていきます。

③子ども司書事業 新規

小学生を対象に図書館の仕事を体験し、本の選び方などを知ってもらい、また、選書

や事業に子どもの意見を取り入れる機会とする「子ども司書」事業を実施します。事業

内容については、従来行っていた「一日図書館員」をさらに充実するよう検討します。

④読書アルバム事業 継続

読書離れの始まる小学校中学年期に自分で本を読むことの楽しさを知ってもらうた

め、小学校３、4年生に読書アルバムを配付します。また、ほかの学年や年齢の方にも

読書アルバムを広げられるよう検討します。

⑤「家読（うちどく）」運動支援事業 継続

家族みんなで読書をすることで家族のコミュニケーションを深められる読書運動で

ある「家読（うちどく）」を広げるため「家読ノート」の配布を行います。

⑥保育所・認定こども園等と連携の強化 継続

子どもの通う市内の保育所・認定こども園等との連携を深め、園長会への情報提供の

ほか、園児の図書館利用や季節の絵本リスト作成などを配布します。

⑦学校図書館との連携 継続

市立図書館と学校図書館の情報交換や研修を継続して実施します。
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小学校1年生の図書館利用ガイダンスを継続して行います。

⑧ボランティア向け講座 継続

学校や児童館、保育所・認定こども園等での読み聞かせボランティア活動をする方へ

の読み聞かせ講座や本の修理講座を実施します。

⑨図書館ホームページ「子どもの読書支援活動のページ」の充実 継続

子どもの読書支援活動のページの情報を更新し、活動に役立つ情報発信を行います。

⑩関係部署との連携 継続

保健師、保育士、教員、司書など子どもの読書に関わる専門職員による、情報交換や

情報共有を目的とする子ども読書活動推進連絡会を開催し、市内の読書活動推進に向け

て連携・協力します。また、市の取組について、点検・評価を行い、子ども読書活動を

推進します。

⑪本のある場所の増設と充実 継続

子どもの集まる施設や場所に除籍や寄贈された絵本等の配置を進め、子どもが本と出

会う機会を増やします。

⑫ボランティアとの連携 継続

読み聞かせボランティアは、図書館を始め、学校、児童館、保育所・認定こども園等

や「あきる野子育てステーション ここるの」などで、読み聞かせや素話を行っていま

す。子どもと絵本や本とを結びつける活動が地域で活発に行われることで、子どもが読

書に親しむ環境が整っていきます。今後もボランティアが活動しやすいよう支援や活動

の場を提供します。

また、現在は市内で地域や市民有志の文庫活動は行われていませんが、今後、文庫活

動を行う団体等があれば、図書館と連携し団体貸出等の支援を行います。

【学校】

①本を活用した授業の実施 継続

年間計画に即して、授業の内容を追求できる本や、同じ著者の作品をそろえるなど、

本を活用して授業を行います。

②読書時間の確保と計画的な読書活動の実施 継続

朝読書や、委員会の昼休みの読み聞かせなど、読書に触れる時間の設定をすることで、

本に親しむ時間を確保します。

【保育所・認定こども園等】

①絵本の貸し出し 継続

家庭で絵本に親しむ機会の啓発として、貸出しが目標冊数に到達したらご褒美がもら

えるなど、各園で貸出しが活性化するよう取り組みます。
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②保護者への情報発信 継続

園だよりや個人面談等で、読書活動の大切さを啓発します。

③ちびっこひろばの運営 継続

ちびっこひろばの参加親子への読み聞かせを行い、絵本や本への関心を持つきっかけ

づくりとなるよう努めます。

④関係部署との連携 継続・再掲

保健師、保育士、教員、司書など子どもの読書に関わる専門職員による、情報交換や

情報共有を目的とする子ども読書活動推進連絡会を開催し、市内の読書活動推進に向け

て連携・協力をします。

【児童館】

①読み聞かせの実施 継続

読み聞かせの機会の充実を図ります。

②図書の充実 継続

図書館のリサイクル図書なども活用するなど、子どもの興味に合わせた蔵書の充実を

図ります。

③関係部署との連携 継続・再掲

保健師、保育士、教員、司書など子どもの読書に関わる専門職員による、情報交換や

情報共有を目的とする子ども読書活動推進連絡会を開催し、市内の読書活動推進に向け

て連携・協力します。

【子ども家庭支援センター等】

①絵本コーナーの充実 継続

親子で楽しめる絵本コーナーの設置し、子育てグループへ本の紹介を行います。

３ 学校（図書館）の読書環境整備

学校は児童・生徒が多くの時間を過ごす場所です。読む力を身に付けるだけでなく、

心を豊かに想像力を養うためにも学校での読書は欠かせません。

児童・生徒１人１台のタブレット端末が導入され、授業でも電子書籍やインターネッ

ト情報を使っていくことが増えていきます。家庭でも日常的にスマートフォンやパソコ

ンなど、今まで以上に子どもは膨大な量の情報に囲まれています。しかし、たくさんの

情報から正しい情報を選ぶことや自分の考えをまとめる力は、単純に動画を見たり、イ

ンターネットで検索するだけでは身に付きません。まず、たくさんの読書体験を重ね、

想像力を養うことが重要です。学校図書館や市立図書館では、子どもの成長や興味に合

った本を豊富に用意し、提供していきます。また、不読率が高くなる小学校中学年以降
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の子どもに読む楽しさや本から知識を得る方法などを様々な取組で積極的に働きかけ

ます。

【図書館】

①学校への団体貸出用図書の充実 新規

児童・生徒１人１台のタブレット端末の導入に伴い、インターネットの検索サイトを

使って調べものや情報を集めることが増加すると考えられます。しかし、情報の確かさ

を見極めたり、色々な情報から考えをまとめるには、基本となる知識や思考力を身に付

ける必要があります。各教科や総合的な学習の時間に使用できる資料を一層充実させま

す。

また、新規に学校カリキュラムに対応した図書のリストを作成します。

②地域の歴史・人物についての子ども向け資料の作成・収集 継続

地域の歴史や人物について児童・生徒が調べられる資料の収集を積極的に行います。

また、「ふるさとはかせ」や「あきる野市デジタルアーカイブ」の周知・活用を推進し

ます。

③学校図書館との連携 継続

「学校図書館関係者連絡会」「図書館活用推進委員会」を開催し、選書に関する研究

のほか情報交換を定期的に行います。

【学校】

①学校図書館の学習支援機能整備 継続

市立図書館と連携し、総合的な学習などで必要な資料を事前に連絡することで、正確

な情報を見たり、多くの資料を授業で活用します。

②学校図書館の資料の充実 継続

児童・生徒が本をより楽しんで読めるように多様な興味・関心に応じた本や主体的な

学習活動を支援する本の選定、購入します。

③学校図書館の運営の充実 継続

児童・生徒が、主体的に読書活動に取り組むために、学校図書館にある本を児童・生

徒が自ら検索できるようにするとともに、図書担当教員及び学校図書館補助員を中心と

し、児童・生徒の興味を引き出すような本の掲示などの環境を整えます。

４ 読書活動が困難な子どもの読書環境整備

国や東京都の現行計画でもハンディキャップのほか、日本語を母語としない子どもな

ど、特別に支援を必要とする児童・生徒への読書支援が求められています。あきる野市

でも読書活動が困難な子ども一人一人に合わせた資料、施設の整備が必要です。
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また、ＬＬブックやＤＡＩＳＹ図書についての理解や活用が進むよう取り組みます。

【図書館】

①図書等の充実 新規

布の絵本や、ＬＬブック、ＤＡＩＳＹ図書の収集や作成することにより、様々な要望

に応えます。

②特別に支援を必要とする児童・生徒などを対象にした読み聞かせの実施 新規

図書館、学校などで読み聞かせを行います。

③特別に支援を必要とする児童・生徒などを対象にしたガイダンスの実施 新規

市内のあきる野学園や特別支援学級などでも希望に合わせ、図書館の利用方法の説明

や読み聞かせなどを行います。

④外国語を母語とする子どもへの読書活動の支援 新規

親子でやさしい日本語を覚える手助けとなる英語、中国語等の外国語図書の充実を図

ります。また、子ども同士で外国語への興味を育てる取組を行います。そのほか図書リ

ストを作成して活用します。

⑤ボランティアとの連携 継続

平成18年度から活動している布の絵本ボランティアは、ハンディキャップのある子

どもだけでなく、健常児も楽しめる布の絵本の作成を続けています。同一タイトルで複

数作成できたものについては、貸出も行っています。今後も活動場所の提供や活動の支

援を行っていきます。

【学校】

①特別に支援を必要とする児童・生徒への読書支援 継続

児童・生徒が一人一人に合った本を支援者と一緒に探してもらったり、本を落ち着い

て読めるように読み聞かせを取り入れるなど、児童・生徒に合った本への関わり方で読

書支援を行います。

②ボランティアとの連携 継続

保護者や地域の方が、朝の読み聞かせや、図書館の整備の補助など様々な場面でボラ

ンティアとして積極的に参加していただくことで、学校図書館の開館時間の増加や環境

整備に取り組みます。

③児童・生徒への利用ガイダンスの実施 継続

小学校１年生、中学校１年生への図書館ガイダンスを実施し、小学校では図書室の使

い方、中学校では本の分類などを理解することで、これからの読書活動を有益に行う素

地を養います。
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【児童館】

図書等の充実 新規

様々な理由で読書が困難な子どもが読書できるよう図書等の購入をします。
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